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Prajiakaraguptaに よ る

Mimamsa儀 軌 論 批 判 の 一 視 点

吉 水 清 孝

7世 紀 以降のMimalpsa学 派 では, 「天 界を望む者は祭祀す べ し。(svargakamo

yajeta)」 等 の願望法動詞を用いた ヴェーダ儀軌文は人間が祭祀行為を開始す るの

に何如 に関与す るのか, を 論ず る 「儀軌論」が展開 された。niyoga及 びsabda-

bhavanaは, 人 間 に祭祀を行 うよ う督促す る 力 と し て 各 々Prabhakara派 と

Kumarila派 とに よ り認め られた, 儀 軌文か らの呼びかけである。 一方 ヴェーダ

の権威を否定す る仏教徒 には, こ のよ うな力を儀軌文 に帰す ることは容認出来な

か った。prajnakaragupta(P. )は 仏 教徒 としては最 も早 くMimalpsa学 派 の儀

軌論へ の批判を企て, Pramanavarttika第2章 第2偶 への注釈に続 けて そ れ を

論述 した(PVBh. 89-218)1)。本 稿 ではP. に よるMimarpsa儀 軌論 批判 の一部分

か らniyoga説 とsabdabhavana説 へ の批判 に共通す る一視点があ ることを呈示

し, 併 せてそれ の儀軌論 史に於 ける独 自性を吟味 した い。

 P. は, niyoga説 及 びsabdabhavana説 批 判 の冒頭 で両概念を規定 してい る。

i)実 に, niyogaと は絶対に為されるべきであることである。 niyogaを 知識根拠とす

 る者たちは, niyogaの 理解のみによって行為開始するから。(avasyakartavyata hi

 niyogah. niyogapramanika hi niyogapratipattimatratah pravarttante. PVPh. 

 812_13)

 ii)6abdabhavanaと は言葉(願 望法動詞語尾)の 作用である。何故ならば言葉によっ

 て人間の作用が生ぜ しめられ るからである。人間の作用によって動詞語根の意味2)が, 

 また動詞語根の意味によって果報が[生 ぜしめられ る］。(6abdadhavana sabdavya-

 parah. sabdena hi purusavyaparo bhavyate. purusavyaparena dhatvartho dhaty-

 arthena ca phalam. PVBh. 159-10)

 niyoga説 に よる と, 被 命令者 は儀軌文の願望法動詞語尾か ら発せ られ た 命 令

を理解 しただけ で, 御 者 の意の ままに御 される牛馬の如 く, 命 ぜ られた行為 に着

手す る。 この絶対的 な命令がniyogaで あ る。sabdabhavana説 で は, 果報 の獲

得 を 目指す 人間 の心的意欲 であるarthabhayana [ii)で は 「人間の作用」(purusa-

vyapara)と 呼 ばれ る。]が 行為開始の直接の原因 として認 め られ ている。 聞 き 手
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の心 の うちにarthabhavanaを 惹 き起 こす儀軌文 の作用が6abdabhavanaで あ

る。 以上 の ように規定 されたniyogaとsabdabhavanaの 両 概念 は互い にかけ離

れ た ものではな く, む しろ両者 にはある種 の共通す る性格が付与 されてい る。 こ

のためP. はniyoga説 批 判 とsabdabhavana説 批 判 とをある同 じ視点か ら行 っ

て いるのである3)。

 niyoga説 信奉者 に とって儀軌文 に した がって祭祀を行 う直接 の原因 は 何 で あ

るのか。P. は こ の原 因 として, (1)niyogaの み(PVBh. 819-23), (2)祭祀 を行わ なか

った場合 に招 く災厄への恐れ(824-29), (3)祭祀 によ り得 られ ると教示 された 果 報

への欲求(830-94)の 三 つ の選択肢4)を 立て, 各 々を論駁す る。 この うち(1)はi)に

よ るniyogaの 規 定 に最 も忠実であ り, P. は これを次 のよ うに批判する。

 iii) も しniyogaに よって5)[人 は]行 為開始する6)とするなら、総ての人が[行 為開

 始することに]な って しまう。[niyogaは]そ れ(命 令をすること7))を 自性としてい

 るから。[恰 も]虚 空が何人にとっても非虚空ではない[の と同様に]。(k. 36)(ni-

 yogena pravrttia cet sarvvasyatah prasajyate/tatsvabhavatayakasam anakasam na

kasyacit//PVBh. 819)

 (1)の立 場か らは, ヴ エーダ信奉者 のみな らず仏教徒 な どヴェー ダを信奉せぬ者

も儀軌文を聞 くと祭祀主催へ と活動を開始す る ことになる, とい う不合理 が帰結

す る。聞 き手の資質に拘 わ りな くniyogaは 本 性上聞 き手に命令 し祭祀せ しめ る

と仮定す るときには, 人 間は儀軌文か らの命令を聞いただけで祭祀 を開始す る と

い う生得 の性 向を有、して いるこ とが, 従 って, niyogaの 聴 取 と 祭祀 行為 の開始

とが生理的刺激 と反射的反応 の ごとき因果関係をな してい るこ とが前提 され てい

るか らである。

 ii)で規定 され たsabdabhavanaの 概 念 も実は上述 の帰謬 を免れて いない。 P. 

はii)の 直 後 に批判 を始め ている。

 iv) しか しこれは不合理である。 何故なら, [上記の]言 葉の作用は言葉により表示さ

 れ るものではない8)か ら。言葉は, それ(上 記の言葉の作用9))に 対 して作 り出すも

 のであって, 表示す るもの10)ではない。(idam cayuktalm. sabdavyaparo hi na sab-

davacyah. tam prati karakah sabdo na vacakah. PVBh. 1511-12)

 ii)の直 前 で, P. は後 世度 々bhavana説 の典拠 として言及 されるKumafila(K. )

の 偶(TV. 3448-9)を 一 語句 にかな りの変更があ るが一引用 しでいる(PVBh. 158)。

と ころがii)に よるaabdabhavanaの 規 定 は, こ のK. の偶 の前半 「願 望法動詞語

尾 な どは言葉 の本質 であ る一方 のbhavanaの み を表示す る(sabdatmabhavanam
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(K・ の原文ではabhidhabhavanam)ahur anyam eva linadayah)。 」 にそ ぐわ ない。ii)

に よる限 り・ 最初 の 「言葉」か ら最後 の 「果報」 までの系列を成す各項は使役受

動詞"bhavyate"で 関 係付け られ てお り, 前 項 と後項 とは 「生ぜ しめ るもの」 と

「生ぜ しめ られる もの」 とい う因果 関係を成 している。す る と, 儀 軌文 の願望 法

動詞語尾はarthabhavanaを 惹 き起 こす6abdabhavanaを 「作 り 出 す も の」

(karaka)で あ る ことにな り, K. の認 める ような, そ れを 「表示す る もの」(vacaka)

で は ない ことにな って しま う。

 す る と反論者 は, 儀 軌文の願望法動詞語尾を 「認識せ しめるもの」(pratipadaka)

であ ると認めて(PVBh. 1512)11), 「作 り出す もの」 としての解釈を取 り下げ る。し

か し反論者は, 「儀軌文を聞いた人は, 『自分 は命令 された(atma niyukta麺)』 と認

識す る。」 と述 べ, 6abdab拡vanaをniyogaと 同 一視 して しま う(PVBh. 1513-14)。

そ こでP. は, 前 述 のniyoga説 批判 と類似の批判 を加える。

 v)そ うではない。 もし言葉の作用が[niyogaで]あ るなら, 協 約を把握していない

 者がどうして[儀 軌文により命令を]理 解しないことがあろ うか。 何故ならぽ, [言

 葉が]本 性上命令するものであるなら, 協約の把握は[命 令の理解のために]役 立つ

 ものではないことになってしまうから。(tad asat. yadi sabdavyaparah katham agr-

 hitasanketo navagacchati. svabhavato hi niyojakatve na sa(sa)nketagrahanam

 upayogi. PVI3h. 1515-16)

 語 の 意味 を取 り決 めた協約 を把握 して いない者を も含めて, 儀 軌文を聞いた者

総て に命令の理解が生ずる ことにな り, 協 約 の把握 は無用 となって しま う。

 以 上の よ うに, P. は, Mima甲sa学 派 の儀軌論が言語 に よる人間 の活動 の実

際 と矛盾す る帰結 を もた らす, と批判 した。niyoga説 に せ よ6abdabhavana説

にせ よ, ヴ ェ ーダ儀軌文を実体化 して, そ の願 望法動詞語尾 に人間を行為へ と向

かわ しめ る力が 内在 している, と主張す る。 しか し現実 には, 儀 軌文 の聴取 と祭

祀行為 の開始 とは, 前 者があればかな らず後者 が継起す る とい う因果関係を成 し

て いない。両者 の間 には言語の学習及び ヴェー・ダ文 化圏 の生活 習慣 の受容 とい う

聞 き手 に よる文化的営為が介在 しなければな らないか らである。

 そ れ ではこの ような儀軌論批判の視点は8世 紀前半12)のP. が新 たに考案 した も

のであろ うか13)。 既 にMimalpsa学 派 内部 では, 7世 紀 後半頃の人 と 推 定 さ れ

る14)Mandana Misra(M.)が, や や 初 期の著作15)Vidhivivekaの 中 で, こ の

視点か ら当時 の様 々な儀軌論 に対 し反省を加えてい る。本書 の中心課題は, 人 が

祭祀行為を 開始す る原 因 として のvidhiと は 何かを巡 る考察である。 M. は, 儀
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軌文を成す言葉自体がvidhiで あるとい う説を否定する16)理由の一つとして, こ

の説には, 儀軌文を為す言葉が聞き手の行為開始を 「作 り出す もの」(karaka)で

あることが含意されているが, 儀軌文を成す言葉 も知識根拠(pramana)で ある限

り, 何等かの行為開始の原因を 「認識せしめるもの」Gnapaka)で あるは ず だ, 

と指摘 している17)。niyoga説 に対 しては, M. は果報に対する人間の欲求が外か

ら強制されたものではな く, 自発的なものであることをもって批判 している18)。

M. はabhidhabhavanaをvidhiと するK. の説にも満足 しない19)。 K. の説の

うちにも, 儀軌文の願望法動詞語尾に人間を行為へ駆 り立てる力があるとい う発

想が残っているか らである。そ うである限 り, 聞き手は言葉の意味を理解してい

なくとも, 儀軌文を聞きさえすれぽ強制的に行為へ向かわしめられることにな り, 

儀軌文の言葉の意味表示機能(abhidhana)が 無意味 となってしまう20)。

 M. は, 聞き手に知識 もた らす知識根拠 としての役割のみを儀軌文に認 め, 聞

き手を実践へ と駆 り立てる力をそれに帰せることを拒否した。そして行為開始の

原因 としてのvidhiを, 儀軌文の教示する行為が行為者の 「所望のものを達成す

る手段であること」(istabhyupayatva)21)とし, 儀軌文に内在する 人間の実践への

影響力 という概念から完全に切 り離した。この結果彼の儀軌論は, 知識根拠とし

てのヴェーダの権威を擁護 しつつ, 行為に際しての人間の意欲の自立性を強調す

るものとなったのである。

 P. による儀軌論批判の うちには, M. の著作からの引用やM. の儀軌論への明

確な言及は見 られない。 しか しなが ら人間の行為開始の原因を 「作 り出すもめ」

(karaka)を, それを 「表示するもの」ないし 「認識せしめるもの」から峻別し, 

儀軌文がもし前者でるなら, それは後者ではあ り得なくなり, また聞き手の意識

の何如に拘わ らず儀軌文が無差別に聞き手を行為開始に至らしめるとい う過誤に

陥る, とい う論法は, M. による儀軌論への反省の出発点に一致する。hetuの 二

種としてのkarakaとjnpakaの 区別はDignaga以 来仏教徒には知られてい

た22)。P. がM. の儀軌論を知らず, 自らこの区別を儀軌論批判に応用したのだと

しても, 儀軌論史の上ではそれは新たな視点ではなかったのである。

 1)P. によるMlmamsa儀 軌論批判の研究としては, 神子上恵生教授の 「プラジユニ

 ャーカラグプタのニヨーガ説批判」「プラジュニャーカラグプタのバーヴァナー説批判」

 (『龍谷大学論集』, 第396号1971, 第403号1974)が あるが, 誤解:が多いことを指摘せざ

るを得ない。本稿ii), iii), iv), V)に示した拙訳は, 神子上教授の解釈とはまったく異な

 っている。 2)儀 軌文の動詞語根yajが 表示する祭祀行為。 3)P. による両批判
 には今一つ別の共通する視点がある。niyogaに せよsabdabhavanaに せよ, 聞き手が
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 儀 軌 文 を聞 い た時 点 で は 聞 き手 の祭 祀 行 為 が 開始 され て い な い た め, 未 だ実 現 され て お

 らず 存 在 して は な い。 従 って, 言 葉 の 意 味 をDharmakirtiがPramanavarttika第2

 章 第2偶 で 説 い た よ うな観 念 に 顕 現 した もの と認 め ず, 実 在 と す る 限 り, 儀 軌 文 を 聞

 い て 得 たniyogaな い しsabdabhavanaな どの 認 識 は対 象 を もた な い もの(niralam-

 bana)と な って し ま う, とい う論 法 で あ る。 PVBh. 85-7, 1225-29, 1520-29, 2024-25参 照 。

 4)S. 228b6参 照 。 5)テ キ ス ト本 文 で は"niyuktena"で あ る が, T. 6b5: nes,

sbyor gyis及 びS. 228b7:hes par sbyor ba byed pahi rig byed de lasに よ り, 

 "niy0gena"と 訂 正。 6)本 文 で は"nivrttis"で あ る が, T.6b5:りjug na及 び

 S. 228b7:hjug par(thal bar hgyur ro)に よ り, 注 記 の 異 本 の 読 み"pravrttih"を

 採 用 。 7)S. 228b7:hes par sbyor ba byed pa. 8)T. 13a3:ma yin noに よ り

 否 定 辞 を 加 え る。 9)S. 246b7:sgraU byed pa. 10)T. 13a3:brjod par bya ba

, 及 び異 本"v5cyah"で あ る が, 下 記 のS.に 基 づ き 本 文 通 り"vacakah"を 採 用 。

 「sabdabhavanaを 文 の 意 味 と して 承 認 す る な らば, 表 示 され るべ き もの(brjod bya, 

 vacya)と な るの で, 言 葉 は 表示 す る もの(rjod byed, vacaka)と し て承 認、され る こ と

 に な るが, [sabdabhavanaが]結 果(bya ba, karya)と し て承 認 され る な ら ば, 言 葉

 は作 り出す も の(byed pa po, karaka)と な る。 表 示 す る もの と作 り出 す もの と は相 互

 に矛 盾 す る の で, 不 合 理 で あ る 。」(S. 246b6-7) 11)本 文"apratipadakah"で あ る が, 

 T. 13a3-4: ci ste rtogs par byed pa yin teに よ り, 異 本"athah Pratipadakaり"を 採

 用 。 12)宮 坂 宥 勝 「ダ ル マ キ ー ル テ ィの生 涯 と作 品」(下)『 密 教 文 化 』94号, 1971。

 13)Dharmaklrtiは, ヴ ェー・ダの 言 葉 が 特 定 の 意 味 との 本来 的 関 係 を もつ こ とを 否 定

 す る た め に, 「ヴ ェー ダの言 葉 に 自己 の意 味 の知 とい う結 果 を 生 ず る 自性 が 確 定 し て い

 る な らば, 意 味 理 解 の た め に必 要 とな るべ き協 約 な どが な くな る の で, それ を 聞 い た総

 て の人 に総 て の とき に意 味 に対 す る知 が起 こ る こ とに な っ て しま う。 しか しそ うい うこ

 とは な い 。」(PVSV. 15029-1511)と い う帰 謬 を用 い て い る。 14)伊 原 照 蓮 「マ ン ダナ

 ミシ ュ ラの年 代」 『宗 教 研 究 』37, 1964。 15)伊 原 照 蓮 「マ ソダ ナ ・ミシ ュラの 著 作 」

『岩 井 博 士 古 希 記 念 論 文 集 』, 1963。16)W. 43-117. 17)VV. 45-8. 18)VV. 705-

711. 19)VV. 118-174. 20)W. 141-5. 21)VV. 1732. 22)今 西 順 吉 教 授 よ 朔 指

 摘 を い た だ き調 べ た 。Prammsamuccayavrtti, ad. Jatiparlksa k. 16cd, Pramanavart-

tika III k. 392d参 照 。 な おPVBh. 34210-16参 照 。

略 号 と テ キ ス ト:PVBh. :Pramanavarttikabhasya(Patna, 1953);PVSV. Prama-

navarttikasvavrtti(Roma 196o);T.:チ ベ ッ ト語 訳PVBh. (sDe dge ed. N0. 4221, 

 [Telb1-308a7]);TV. :Tantramrttika(ASS. vol. 97, pt. 2, 1981);VV. :yidhi-

 viveka(Varanasi, 1978) S. Pramknavdrttikdlarnkdratihd Suparisuddhk(sDe

 dge ed. No. 4226, [Phe 174b1-287a7]). 

 〈 キ ー ワ ー ド> Prajnakaragupta, niyoga, bhavana, Mandana Misra.

(東 京 大 学 大 学 院)
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